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本
図
は
珍
し
く
福ふ

く
ぶ武
電
気
鉄
道
と
南な

ん
え
つ越

鉄
道
の
両
社
が
共
同
で
吉
田
初
三
郎
に
鳥

瞰
図
作
成
を
依
嘱
し
、
昭
和
八
年
初
秋
に

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
と
も
に
福
井
鉄
道

の
前
身
の
会
社
沿
線
名
所
図
絵
で
あ
る
。

簡
単
に
鉄
道
史
を
振
り
返
る
と
、
南
越

鉄
道
は
明
治
四
十
五
年
に
創
業
し
た
武
岡

軽
便
鉄
道
に
始
ま
り
、
大
正
七
年
に
武
岡

鉄
道
、
大
正
十
三
年
に
南
越
鉄
道
と
改
称
。

そ
の
後
、
大
正
十
年
に
設
立
し
た
福
武

電
気
鉄
道
と
昭
和
十
六
年
に
合
併
し
、
南

越
鉄
道
は
解
散
す
る
。
昭
和
二
十
年
に
は

福
武
電
気
鉄
道
と
鯖せ

い

浦ほ

電
気
鉄
道
と
が
合

併
し
、
福
井
鉄
道
が
設
立
さ
れ
た
。

南
越
鉄
道
の
新し

ん
た
け
ふ

武
生

－

戸
ノ
口
間
、

十
四
・
三
㎞
は
、
福
井
鉄
道
南
越
線
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
六
年

に
全
廃
。
福
武
電
気
鉄
道
の
武た

け

生ふ
し
ん新

（
現
・
越
前
武
生
）

－

福
井
間
は
、
そ
の

後
の
田
原
町
ま
で
の
延
伸
を
加
え
た

二
十
一
・
四
㎞
を
福
武
線
と
し
て
営
業
、

今
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
図
中
に
は
、

鯖
浦
電
気
鉄
道
の
鯖さ

ば
え江

－

織
田
間

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京非常勤講師。日本国際地図学会会員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

連載─第22回

福
武
電
鉄
南
越
鉄
道
沿
線
名
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図
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十
九
・
二
㎞
、
後
の
福
井
鉄
道
鯖
浦
線
も

表
示
し
て
い
る
が
、
昭
和
四
十
八
年
に
全

廃
し
て
い
る
。　

も
う
ひ
と
つ
、
注
目
し
た
い
の
は
図
の

中
央
部
、
南
越
鉄
道
の
岡お

か
も
と
し
ん

本
新
駅
だ
。
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
駅
と
し
て
表
現
さ
れ
て
お

り
、
嬉
し
く
な
る
。

全
体
の
構
図
は
、
日
本
海
上
空
か
ら
東

方
陸
側
を
描
画
し
、
信
仰
で
知
ら
れ
て
い

る
白
山
や
部へ

こ
さ
ん

子
山
を
遠
く
に
配
置
。
ゆ
っ

た
り
と
し
た
九
頭
竜
川
水
系
の
流
れ
は
水

色
で
、
身
近
な
聖
域
の
山
々
、
例
え
ば
文も

ん

殊じ
ゅ
さ
ん山
、
行
司
嶽
、
権
現
山
、
日
野
山
、
村

国
山
な
ど
は
群
青
色
で
彩
色
し
て
神
々
し

さ
を
描
出
。
断
崖
絶
壁
の
東
尋
坊
や
寺
社

仏
閣
の
永
平
寺
、
専
照
寺
、
藤
島
神
社
、

誠
照
寺
、
岡
太
神
社
、
国
分
寺
な
ど
、
他

に
も
武
生
の
駅
舎
や
鉄
道
会
社
の
社
屋
な

ど
を
立
体
的
絵
図
と
し
て
は
め
込
み
、
巧

み
に
表
現
し
て
い
る
。
寺
中
鉱
泉
、
上か

み
こ河

内う
ち

鉱
泉
に
は
湯
煙
が
の
ぼ
り
、
旅
情
を
誘

う
ほ
ど
だ
。

両
端
に
北
海
道
や
樺
太
、
釜
山
や
富
士

山
、
日
本
ラ
イ
ン
を
描
出
す
る
の
も
、
初

三
郎
お
得
意
の
技
法
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
紅
（
黄
）
葉
は
一
箇
所
、
冬

の
白
雪
の
ス
キ
ー
場
は
二
箇
所
の
み
で
控

え
目
に
し
て
い
て
、
春
の
ピ
ン
ク
の
桜
に

重
点
を
置
く
明
る
い
画
面
を
演
出
し
て
い

る
。
電
車
や
バ
ス
が
走
行
し
て
い
る
の
も

楽
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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「ふくてつ」の愛称で親しまれる福井鉄道。18.1㎞
の鉄道と 3.3㎞の軌道がつながる全 21.4㎞の路線
で、越前武生－田原町間を約 1時間で結んでいる。
平成 18年に低床型車両を導入し、平成 22年 3月
には 13年ぶりの新駅を開業。翌 23年にも 2駅を
開業し、現在は、25駅を 1日に上下線 107本のダ
イヤで運行している。鉄道と軌道を同じ車両で走る
鉄道は珍しく、越前市・鯖江市・福井市の３市を結
ぶ地元密着型の鉄道として、地元住民に利用されて
いる。

鉄道と軌道がつながる珍しい路線、
福井県の３市を結ぶ。
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